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Ⅰ 

問１ (1)(2)  27（BRICS）  (3)(4)  36（アジア NIEs） 

(5)(6)  66（輸出指向型） (7)(8)  62（ベトナム） 

(9)(10)  52（世界の工場） (11)(12) 33（ICT） 

(13)(14) 63（ベンガルール） (15)(16) 13（3/4（4分の 3）） 

(17)(18) 37（イギリス）  (19)(20) 61（米国）＊ 

(21)(22) 57（日本）＊  (23)(24) 15（2～3） 

(25)(26) 55（電気自動車） (27)(28) 47（国際分業） 

(29)(30) 23（AFTA）  (31)(32) 29（EC） 

(33)(34) 46（共通の域外関税） (35)(36) 35（RCEP） 

(37)(38) 18（15）  (39)(40) 24（AIIB） 

＊順不同 

問２ あ－シリコンヴァレー い－マーストリヒト 

問３ ブミプトラ政策 

問４ エクメーネ 

問５ レグール 

問６ マキラドーラ 

 

Ⅱ 

問１ (41)(42) 53（氷河湖）  (43)(44) 43（デイリーベルト） 

(45)(46) 40（楯状地）  (47)(48) 21（コーンベルト） 

(49)(50) 15（企業的農業） (51)(52) 22（穀物メジャー） 

(53)(54) 42（直交路型）  (55)(56) 44（デトロイト） 

(57)(58) 48（トロント）  (59)(60) 65（ムラート） 

(61)(62) 20（コーヒー）  (63)(64) 37（大豆） 

(65)(66) 34（セラード）  (67)(68) 54（ファベーラ） 

(69)(70) 57（ブラジリア） (71)(72) 56（武漢（ウーハン）） 

(73)(74) 17（経済技術開発区） (75)(76) 33（西部大開発） 

(77)(78) 63（ホワイ川（淮河）） (79)(80) 25（小麦） 

(81)(82) 26（米）  

問２ 適地適作 

問３ 一国二制度 

問４ ブルーバナナ（青いバナナ） 

問５ リチウム 
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Ⅲ 

問１ (83)(84)  11（CBD）  (85)(86)  60（メトロポリス） 

(87)(88)  30（コナーベーション）(89)(90)  53（プライメートシティ） 

(91)(92)  16（インフォーマルセクター） 

(93)(94)  36（スプロール現象） (95)(96)  14（インナーシティ問題） 

(97)(98)  46（都市のスポンジ化）(99)(100)  35（ストロー効果） 

(101)(102) 22（エッジシティ） (103)(104)  19（ウォーターフロント開発） 

(105)(106) 49（パークアンドライド） 

(107)(108) 62（ヨハネスバーグ） (109)(110) 41（ダマスカス） 

(111)(112) 18（ヴァラナシ） (113)(114) 57（マスツーリズム） 

(115)(116) 26（グリーンツーリズム） 

(117)(118) 21（エコツーリズム） (119)(120) 38（世界遺産） 

(121)(122) 15（インバウンド観光） 

問２ (123) 3（オーストラリア） (124) 6（ブラジル） 

問３ ラ・デファンス 

問４ セグリゲーション 

問５ ジェントリフィケーション 

問６ ビジット・ジャパン・キャンペーン 

 


